
2．4mg几、1U日を含む飲料水を用量漸増法で投与した結果、血清中の尿素窒  

素、クレアチニン及びその両者の比（群平均値）の変化が認められたが、本論  

文の著者はこの変化の臨床病理学的意義はないと結論付けている。WHOは、  

NOAELは2．4mg／L（0．034mg／kg体重／日）とすることが可能であると判断し  

ている。（参照19、38）   

同じ男性に、亜塩素酸ナトリウム（亜塩素酸イオンとして飲水中5mg／L、  

0．5L／日）を約12週間摂取させ、その後8週間観察したところ、平均赤血球ヘ  

モグロビン量（群平均値）の変化が認められたが、時間経過との関連が無く、  

数値は正常範囲内にあることから、本論文の著者はこの変化の臨床病理学的意  

義を否定している。WHOは、NOAELは亜塩素酸イオンとして5mg／L（36  

膵／kg体重／目相当）としている。（参照19、38）   

G6PD欠損の健康な成人男性（3名）に亜塩素酸ナトリウム（5mg／L、500mL／  

日（体重を60kgと仮定すると、42匹g／kg体重／日相当））を12週間摂取させ、  

その後8週間観察したところ、生化学的及び生理学的指標について、亜塩素酸  

イオンの摂取による臨床病理学的意義のある変化は認められなかった。（参照  

39）  

（9）その他  

① 次亜塩素酸水に係る知見   

添加物評価書「次亜塩素酸水」（2007年1月）において、次亜塩素酸水の  

安全性については、強酸性（pH2．5、有効塩素濃度50～60mg／kg）及び微酸  

性（pH5．5、有効塩素濃度70mg／kg）次亜塩素酸水について多くの報告があ  

り、その中で急性経口毒性試験、皮膚刺激性試験、急性眼刺激性試験、皮膚感  

作性試験∴口腔粘膜刺激性試験、復帰突然変異試験及び染色体異常試験におい  

て、変化は認められなかったとされている。また、細胞毒性に関しては、高濃  

度においてやや細胞の増殖が抑制されたが、他の市販の消毒薬と比較して毒性  

の少ないことを認めている。弱酸性次亜塩素酸水（pH2．7～5．0、有効塩素濃  

度10～60mg／kg）については、「弱酸性次亜塩素酸水（pH2．7～5．0）の主要  

な化学種は、現在、食品添加物として使用されている強酸性次亜塩素酸水、次  

亜塩素酸ナトリウム、高度サラシ粉等に含まれるものとほぼ同じであり、また、  

使用後の残留性も無いことから、申請者は安全性に問題はないと考えている」  

とされている。（参照21）  

② 臭素酸について   

添加物評価書「亜塩素酸水」（2008年6月）の付帯事項に従って、市販の亜塩  

素酸ナトリウム製剤のロットの異なるもの3品それぞれを希釈して調製した亜  

塩素酸ナトリウムの500帽／mL（亜塩素酸ナトリウムの使用基準の上限）水溶   



液中の臭素酸含量について、繰り返し3回ずつ分析測定㌧たところ、いずれも検  

出下限値（0．002膵／mL）未満であった。（参照52、53）   

清涼飲料水評価書「臭素酸」（2008年11月）においては、臭素酸の非発がん  

毒性を指標とした場合のTDIを11ドg／kg体重／日、発がん性を指標とした場合の  

発がんユニットリスクを2・8×10－2／（m写／kg体重／日）とされている。飲料水中の濃  

度は、前者に基づき寄与率を10％として体重50kgの人が1日あたり2L摂水す  

ると仮定して算定すると0．03ドかmLとなり、一方、後者に基づき生涯剰余発が  

んリスクが10・5になるレベル1を算定すると0．009llg／mLとなる。（参照51）   

上記試験における検出下限値はこれらのいずれをも下回っており、試験に用  

いた亜塩素酸ナトリウム500匹g／mL水溶液中の臭素酸は存在したとしてもさら  

に低い濃度でしか存在しないと判断される。  

③ トリハロメタン及び活性酸素種等の生成について   

亜塩素酸ナトリウムは、次亜塩素酸ナトリウムと比較して有機物と反応しに  

くく刺激臭が少ない等の特徴があり、トリハロメタンの生成が少ないと考えら  

れている。 さらに、豆腐300gを亜塩素酸ナトリウム100ppm水溶液100mL中  
に2～96時間浸漬処理してクロロホルムを指標に検索したところ、トリハロメタ  

ンの生成を認めなかった。 

また、亜塩素酸水（pH5．5、有効塩素濃度100mg／kg）に10分間浸漬した後に  

10分間すすぎ洗いしたキャベツを被験物質として測定した試験でも、トリハロ  

メタンの生成を認めなかった。（参照12）   

亜塩素酸ナトリウムを500ppm（亜塩素酸ナトリウムの使用基準の上限）の  

濃度で含有する5％塩化ナトリウム水溶液に24時間浸漬することによるかずの  

こ中のビタミンE含量の低下は認められないことから、亜塩素酸ナトリウム処理  

によって生体影響を起こすレベルの活性酸素種等は発生していないと推測され  

る。（参照52）   

また、亜塩素酸水（有効塩素濃度100mg／kg）に10分間浸漬処理したキャベ  

ツにおいても、還元型アスコルビン酸レベルの低下は認められていないことか  

ら、亜塩素酸水処理によって生体影響を起こすレベルの活性酸素種等は生成し  

ていないと推測される。（参照12）  

3．一日摂取量の推計等   

亜塩素酸ナトリウムの使用が認められている食品は、かずのこの調味加工品   

（干しかずのこ及び冷凍かずのこを除く。）、かんきつ類果皮（菓子製造に用   

いるものに限る。）、さくらんぼ、生食用野菜類、卵類（卵殻の部分に限る。）、  

1WHO飲料水水質ガイドラインにおいては、10－5発がんリスクに相当する飲料水中の濃度を無視し得るレベルと判断してい  

る。（参照51）  
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ふき、ぶどう及びももである。過剰な見積もりとなることを前提に、野菜及び  

果実については平成19年国民健康・栄養調査の「野菜類」及び「果実類」の推  

定摂取量、かずのこの調味加工品及び塩蔵加工品については国内生産量をもと  

に1日摂取量を算出した（卵殻からの摂取量は無視しうると考えた。）ところ、  

それぞれ390g／日、0．25g／目と推定された。   

過剰な見積もりではあるが、日本人の平均体重を50kgとし、野菜及び果実に  

ついては該当する食品に係る現公定法上の検出下限値（1mg／kg）程度、かずの  

この調味加工品及び塩蔵加工品については調味加工品に係る現公定法上の検出  

下限値（5mg／kg）程度の亜塩素酸ナトリウムが含まれていたと仮定した場合、  

1日に摂取される亜塩素酸ナトリウムの量は0．0078mg／kg体重／日（亜塩素酸イ  

オンとして0．0058mg／kg体重／目）と推定される。（参照52）  

Ⅲ．国際機関等における評価  

1．JECFAにおける評価  

2007年の第68回JECFA会合において、ASC2のADIは、ラットニ世代生殖   

毒性試験結果（参照29）に基づき、亜塩素酸イオンとして0．03mg／kg体重／目、   

塩素酸イオン（ClO3－）として0．01mg／kg体重／目と設定することとされた。（参   

照44）  

2．米国環境保護庁（EPA）における評価   

亜塩素酸ナトリウムを用いたラットの発生毒性試験の結果（参照14、19、32）  

に基づき、児に認められた探索行動の低下を根拠に、NOAELは3mg／kg体重／  

日とされている。このNOAELに不確実係数として100を用い、参照用量（RfD）  

は亜塩素酸イオンとして0．03mg／kg体重／日とされている。   

亜塩素酸及び二酸化塩素について、EPAは、二酸化塩素は亜塩素酸として毒性  

を発現すると考え、両化合物の神経行動学的影響や発達毒性の知見から、二酸化  

塩素についてNOAELは設定せず、亜塩素酸イオンのNOAELを設定することで  

十分に安全を確保できるとしている。  

3．FDAにおける評価   

ASCについて、亜塩素酸ナトリウム及び二酸化塩素の安全性評価はEPAの評  

価を引用して行われている。FDA、米国農務省（USDA）iま、全家禽胴体肉、未  

処理の家禽胴体の部分、肉及び挽肉形成肉、果実、野菜、香辛料、水産物への使  

用並びに食品の加工工程での使用を認めている。（参照9、8、11、45、46）  

2亜塩素酸ナトリウム（NaClO2）水溶液（FDAでは、亜塩素酸ナトリウムの調製時の使用濃度を50～1，200ppmと規定し  

ている。pH2．3～3．0の範囲ではHClO2は理論上5～20％生成するとされている。（参照7～9、11））にGRASの酸類を反応  

させることにより生成される酸性の水溶液。  
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また、二酸化塩素についても、亜塩素酸イオンとして評価され、殺菌料として  

鶏肉加工や生食用以外の果物や野菜への使用が認められている。（参照47）  

4．WHO飲料水水質ガイドラインにおける評価   

亜塩素酸ナトリウムを用いたラットの二世代生殖毒性試験（参照14、29）に基  

づき、驚情反応の低下、FlとF2におⅠナる脳重量の減少及びFOとFlにおける  

肝重量の低下を根拠に、NOAELは2．9mg／kg体重／日とされている。このNOAEL  

に不確実係数として100（個体差及び種差に各10）を用い、TDIは亜塩素酸イオ  

ンとして30トIg／kg体重／日とされている。   

亜塩素酸の暴露による最も重要な影響は、その酸化ストレスに基づく赤血球の  

変化であるとしている。また、慢性毒性試験及び二世代生殖試験を含め、亜塩素  

酸のヒトの耐容一日摂取量（TDI）を評価するための十分なデータが存在すると  

している。   

なお、亜塩素酸の暫定ガイドライン値が二酸化塩素の安全性を十分確保できる  

と考えられることから、二酸化塩素のガイドライン値は設定されていない。（参照  

19）  

5．EUにおける評価   

EUにおいて加工助剤は規制の対象とされていないが、二酸化塩素、ASC、過  

酸（peroxyacids）、リン酸三ナトリウムにより殺菌された家禽肉について、毒性  

学的なリスクは無視しうるとされている。 しかしながら、二酸化塩素、ASC、過  

酸等の反応性の高い物質は、家禽肉中で化学変化を起こす可能性があるが、反応  

生成物は同定されておらず、結果として毒性学的評価はできないとされている。  

（参照15）  

6．国際がん研究機関（IARC）における評価  

1991年、亜塩素酸ナトリウムの発がん性についてGroup3（ヒトへの発がん性  

について分類できない）と評価されている。（参照19、48）  

7．わが国における評価   

塩素化合物に関し、次の評価がなされている。   

亜塩素酸水については、添加物の指定に係る食品健康影響評価の結果、「添加物  

として適切に使用され、最終食品の完成前に除去する旨の使用基準が遵守される  

限り、安全性に特段の懸念はないと考えられる。亜塩素酸ナトリウムのADIは、  

亜塩素酸イオンとして0．029mg／kg体重／日と設定する。」と評価されている。（参  

照49）   

次亜塩素酸水については、成分規格改正に係る食品健康影響評価の結果、「今回、  
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食品健康影響評価を求められた2種類の次亜塩素酸水は、使用後、最終食品の完  

成前に除去される場合、安全性に懸念がないと考えられる。」と評価されている。  

（参照21）  

Ⅳ．食品健康影響評価   

亜塩素酸ナトリウムは、経口投与すると胃液中で亜塩素酸（HClO2）になると推  

定され、生体中では代謝等により亜塩素酸（HClO2）のほか、塩化物イオン（Cl｛）、  

二酸化塩素（ClO2）、亜塩素酸イオン（ClO2‾）等の生成も考えられるものである。  

そのため、主に亜塩素酸ナトリウム、亜塩素酸イオン及び二酸化塩素に関する種々  

の動物及びヒトでの実験から得られた安全性データを基に、次亜塩素酸水及び次亜  

塩素酸ナトリウム（NaClO）に係る知見も適宜参照しつつ亜塩素酸ナトリウムの毒  

性を検討することとした。   

亜塩素酸ナトリウム等の安全性試験成績（別紙）を評価した結果、本物質の摂取  

による最も一般的で主要な影響は、酸化的ストレスによる赤血球の損傷と考えられ  

た。発がん性は認められなかった。遺伝毒性については、細菌を用いた復帰突然変  

異試験でみられた陽性反応は弱いものであり、また、ほ乳類培養細胞を用いた染  

色体異常試験では陽性の結果が得られているものの、高用量まで試験された小核  

試験において陰性であったことから、生体にとって特段問題になる遺伝毒性はない  

と考えられた。   

さらに、混入の可能性が指摘された臭素酸につY、て、市販の亜塩素酸ナトリウム  

製剤を用いて調製した水溶液中の実測データを基に評価した限りにおいて、臭素酸  

が検出されないことを確認した。   

亜塩素酸ナトリウムのNOAELの最小値は、ラットを用いた二世代繁殖試験結果  

に基づき、聴覚驚情反応の低下を根拠に亜塩素酸イオンとして2．9mg耽g体重／目  

と考えられることから、亜塩素酸ナトリウムのADIは、安全係数を100とし、亜  

塩素酸イオンとして0．029mg／kg体重／日と評価した。   

なお、ヒトへの亜塩素酸ナトリウム投与による試験データは、いずれも上記ADI  

を支持するものと考えられる。  

0．029．mg／kg体重／日（亜塩素酸イオンとして）  

生殖毒性試験  

ラット  

飲水投与  

F2b：聴覚驚情反応の低下  

2．9mg／kg体重／日（亜塩素酸イオンとして）  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（投与方法）  

（NOAEL設定根拠所見）  

（NOAEL）  

（安全係数）  



＜別紙1：亜塩素酸ナトリウム 安全性試験結果＞  

試験  

種類   動物種  試験期間  投与 方法  動物数 ／群   
被験物質   投与量   試験結果   参照No．   

ラット  単回   経口  亜塩素酸ナトリウ  LD50：ClO2‾として105mg此g体重   17  

ム  19  

ウズラ  単回   経口  LD50：ClO2‾として493mg此g体重   18  

19  

ネコ   単回   経口  雄  C102‾として  

急  20、64mき咋g  
性  
∃ま －8き  

体重   体重の投与でそれより遅い時点でピーク（10  

性  ～30％）がみられ、両投与群でメトヘモグロ  

ビン血症がみられた。   

マウス  単回   経口  雌雄各5  微酸性次亜塩素酸  

水（pH5．0～5ふ  示す動物も認められなかった。   

有効塩素濃度50  

～80mg此g）   

マウス  30日間  飲水  ★Aん丁 マ  亜塩素酸ナトリウ  0、1、10、100  何れの系続のマウスにおいても100mg／L投  14  

クス及  mg几   与群で赤血球のG6PD活性、浸透圧脆弱性及  

び  び平均容積の有意な上昇が認められた。  

C57L〃‾  〈NOAEL：ClO2一として10mg／L  

マウス  （1．9mg／短体重／日）（EPAによる）〉   

（各  

11・23）   

反  

復  180  60   ム   mg瓜（ClO2▼  体重並びに飲水量に有意な影響は認められな  22   
投  
与  日間  として0、3、  

三圭王 悶  15、75mg几）   

性  

間  250、500mglノ  

（0、1、5、10、  

25、50m壬錘g体  

重／日相当）   

30及び40％減少した。  

くNOAEL：C102‾として10mgnJ  

（1mg此g体重／日）（WHOによる）〉   



試験  

動物種  試験期間  投与 方法  動物数 ／群   
被験物質   投与量   試験結果   参照No．   

種類  

ラット  13週間  経口   雌雄各  
15   ム   mg此g体重／目  と考えられる4例の死亡例が認められた。   19  

（ClO2‾とし  血液学的検査では、10mg／kg体重／日以上の  23  

て0、7．4、柑．6、  

59．7mが唱体重  

／日相当）   た。また、25mg／kg体重／目以上の投与群の雄  

で、ヘマトクリット及びヘモグロビン濃度の  

有意な減少と、メトヘモグロビン濃度及び好  

中球数の有意な上昇が認められた。一方、80  

mg／kg体重／日投与群の雌では、メトへモグロ  

ビン濃度の有意な減少がみられたほか、3匹に  

赤血球の形態変化を観察した。  

80mg／kg体重／日投与群の雄及び25mg耽g  

体重／日以上の投与群の雌で、脾臓比重量の有  

意な増加が、80mg／kg体重／日の投与群の雄及  

び25mg此g体重ノ日以上の投与群の雌で、副  

腎比重量の有意な増加が認められた。  

病理組織学的検査では、80mg／kg体重／日投  

与群の雄7匹及び痩堆8匹に、前胃の扁平上皮  

過形成、角化、潰瘍形成、慢性炎症及び浮腫  

が認められた。潰瘍形成、慢性炎症及び浮腫  

は、25mg／kg体重／日投与群の雄2匹にも認め  

られた。  
反  
復  

〈NOAEL：10mg尤g体重／日  

投  （ClO2として7，4mが導体重／日）〉   
与  毒  

性  ム   （20時間／目、  有意な体重増加抑制が認められ、100mg／L投  24   

7日／週）   
尻 同  

与群では2ケ月目以降から認められた。赤血  

球数、ヘマトクリット値、ヘモグロビンイ直に  
き  

は変化は認められなかった。   

ラット  2年間  飲水  雌雄7  亜塩素酸ナトリウ  
ム   100、1，0001－唱几  められなかった。100及び1，000mg／L投与群  19  

（ClO2‾とし  

て10、0．09、  

0．18、0．35、  

0．7、9．3、81  （ClO2‾として0．7mg此g体重／日）   

mg／kg体重／日  （著者による）〉   

相当）   

サル   30～60 日  飲水  雄5、雌  
リウム  問（rising  7   ム   認められた。   19  

dose法）  （ClO2‾とし  26   

て0、25、50、  

100 . 400 

mg／L；0、3、6、  

13、50mg／kg  

体重／目相当  

（WHOによ  

る）、400mg瓜  

が58．4mg瓜g  

体重／日に相当  

（EPAによ  

る））  

2
 
 

2
 
 
5
 
 

3
 
 
 



試験  
動物種  試験期間  投与 方法  動物数 ／群   

被験物質   投与量   試験結果   参照No．   
種類  

ラット  90日間  飲水  雌雄各  0、25、50、100、  200mg瓜投与群において摂餌量の減少が認  14  

10   200  mg瓜  められ、100mg瓜以上の投与群の雌で鼻甲介  19  

（雄：0、2、4、  

6、12mg此g体  

反  
重／日相当、  

復  雌：0、2、5、  
投  
与  

8、15mg／kg体  

≡l三 悶  

重／日相当）   軋OAEL：ClO2として25myL  
性  （2mg此g体重／日相当）（著者による）〉   

鼠 づ  0、0．5、1、5、  100mg瓜投与群の雌雄で生存率の大きな低  14   

10、100mg瓜  下がみられ、対照群に比べ平均生存期間が減  19  

（0、0．07、  

0．13、0．7、  

1．3、13mg／kg  

体重／目相当）   （1．3m跡g体重／日相当）（著者による）〉   

マウス  85週間  飲水  雌雄各  
50   ム   mg几（ClO2‾と  19  

して0、36、71  27  

mg此g体重／日）   

ラット  85週間  飲水  雌雄各  0、300、600  

50  mg几  た。   19  

（ClO2‾とし  27  

て雄：0、18、  

発  32、雌：0、28、  
が  

ん  
4lmg耽g体重／  

性  日）   

ラット  2年間  飲水  雌雄各7  0、1、2、4、8、  14  

100、1，000m釘L   19  

マウス  103週  500、1，000  生存率及び腫瘍発生率については次亜塩素酸  21  

ラット  104週  mg侭g体重／日  

（マウス）  

500～2，000  

mg／kg体重／日  

（ラット）   

マウス  妊娠期～  飲水  雌10  亜塩素酸ナトリウ  

授乳期  ム   0、100mg瓜（0、  児動物の離乳時の体重は対照群より14％減少  19  

22mg此g体重／  14  

日）   〈LOAEL：ClO2‾として100mg几（22mg此g  

体重／日）〉  

ラット  72～76 日  飲水  雄12  亜塩素酸ナトリウ  

間  ム   500mgル（ClO2  生殖器官の病理組織学的変化は認められなか  19  

‾として 0、  ったが、異常精子数の増加及び精子の直進運  24  

0．075、0．75、  
生  
殖  

7．5、27m妄咋g  

発 生  

体重／日相当）   

（ClO2‾として0．75m妄咋g体重／日）  
二≡l三 悶  

性  
（WHO及びEPAによる）〉   

ラット  雄：交配前  飲水  雄12、雌  亜塩素酸ナトリウ  

56 日間及  ム   mg几（ClO2‾  与の影響はみられなかった。100mg瓜投与群  19  

び交配中  と して 0、  において21日齢の雌児、40日齢の雄児のT3  24  

10日間  0．075、0．75、  の低下及び40日齢の雌雄児のT4濃度の低下  28  

雌：交配前  7．5mg瓜g体重  が認められた。  

14日から  ／日）   〈NOAEL：100mg几（ClO2．として7・5mg／kg  

分娩後21  体重／日）〉  

日の離乳  

時まで  



試験  

動物種  試験期間  投与 方法  動物数 ／群   
被験物質   投与量   試験 結 果   

種類  
参照No．   

ラット  雄：交配前  飲水  唯雄各  亜塩素酸ナトリウ  

10 日間、  ム   mg几   及び精子の形態に投与の影響は認められなか  19  

交配期間  （ClO2‾とし  

中  て  の雌雄で嗜好性の低下による飲水量、摂餌量、  

雌：交配前  FO：   体重増加の減少が認められた。300mg／L投与   

10 日間、  雄：0、3．0、5．6、  群のFl、F2の生存率低下、出生時及び授乳  

交配、妊  20．0、雌：0、  期間中の体重減少、正向反射達成率の低下及  

娠、授乳期  3．8、7．5、28．6  び雌雄の性成熟の遅延、Flの生後11日雄の  

問  Fl：  脳重量の低下、Flの赤血球指標の低下が認め  

雄：0、2．9、5．9、  

22．7、Ⅰ雌：0、  

3．8、7．9、28．6  

nlg耽g体重／日）  

が、背景データの範囲内の変化であった。  

帥OAEL：70mg軋  

（ClO2【として2．9mが唱体重／日）〉  

ラット  妊娠8～15  飲水  雌4～13  亜塩素酸ナトリウ  

日目  ム   2％；ClO2▼とし  

て0、70、440、  

610111g′tg  

体重／目）   で摂水量の低下がみられた。2％投与群で吸収  

胚の増加がみられた。0．1％以上投与群の分娩  
強制経口  児の頭管長の短縮がみられたが、体重には差  

は認められなかった。奇形の発現頻度及び児  

の生後発育には投与の影響はみられなかっ  
生  
殖  た。  
発  （NOAEL：ClO2▲‾として0．5％  
生  
三≠三 田  桓40m昏耽g体重／日）〉   

性  

配10日前  ム   （ClO2とし  した探索行動の低下が認められたが、40日で  14   
づ  
き  

～受胎後  て0、3、6mg′生g  は変化は認められなかった。   19  

35′、d2日  体重／日）   加OAEL：20mgル   

後）  （C102「として3m室井g体重／日）〉  

ラット  2．5ケ月間  飲水  各6・9  亜塩素酸イオン  0、1、10mg／L  投与群で真常発生率が増加したが、投与群の  14  

（交配前  （0、0．1、1  匹数が少ないため、統計学的に有意とはみな  19  

と妊娠期  mg／kg体重／  24  

間中）  日）   33  

ウサギ  妊娠 7～  飲水  16   亜塩素酸ナトリウ  

19日  ム   1，200mg几  

（ClO2とし  

て0、10、26、  

40叫錘g体重／  

日）   （ClO2】として10m邑耽g体重／日）  

（著者による））  

ラット  2．5ケ月間  飲水  雄6～8  二酸化塩素   0、1、10、100  100mg几投与群で着床数及び出生児数に減  19  

（交配前  mg／L（0、0．1、  少が認められた。   24  

と妊娠期  1、10mg／kg体  加OAEL：ClO2として10mgn，（1m姓g体  33  

間中）  重／日相当）  重／日（WHOによる）〉  

ラット  生後1～  強制経口  14mg此g体重／  生後11、21及び35日に体重の低値、投与後  19  

20日  日   21及び35日に前脳の重量及びタンパク質量  

の低下がみられ、生後11及び21日に前脳の  

DNA量の低下がみられた。／」、脳、喚球の細胞  

増殖には対照群との間に有意な差はなく、前  

脳、小脳、脳幹の病理組織学的変化も認めら  

れなかった。  

〈LOAEL：14mg／kg体重／日〉   



投与量   試験結果   参照No．   
試験 種類  動物種  試験期間  投与 方法  動物数 ／群   

被験物質  

血l東和  復帰突然  ぷ  亜塩素酸ナトリウム  最高用量 0．3  S9mlXの存在下においてmlOOの最高用量の  14  

如止血  mg心1ate  みで弱い陽性（対照群の2倍程度）。   19  

ノl〟刀  （＋トS9mix）  36  

TA92  

TA94  

TA98 

有効塩素濃度50  

細  ーズ・ハ  水（pH5．0～5ふ  素酸水の含有率12，5％以上で明確な細胞毒性   

胞  ムスター  有効塩素濃度50  作用が認められた。50．0％以上ではコロニーの   
∃皇   

培養細胞  ～80mg此g）  出現が観察されず、試験から試算したIC5。値  
性  （V79細  は20．0％以下であった。   

胞）  

ウサギ  雌   微酸性次亜塩素酸  ウサギを用いた皮膚一次刺激性試験、皮膚累  21  

抗   水  積刺激性試験及び眼刺激試験、並びにモルモ  

原 性                   モ ットを用いた感作性試験において、いずれの  

動物にも異常は認められなかった。   

ヒト   rising  飲水  男性10  
ヒ  dose法  名   1．0、1．8、2．4  38  

ト  mg瓜、1L／日   
に  
お  

mg／kg体重／日）〉  

け  約12週間  飲水  男性10  
る  名   ム   日   化が認められたが、時間経過との関連が無く、  
知  
見  

数値は正常範囲内にあった。  

〈NOAEL：ClO2‾として5mg瓜（36将肱g  

体重／日相当）〉   

8
 
 

2
5
 
3
 
 
 



試験  

動物種  試験期間  投与 方法  動物数 ／群   
被験物質   投与量   試験結 果   参照No，   

種類  
ヒ  ヒト   12週間  飲水  G6PD★  亜塩素酸ナトリウ  5］mg／L、500  生化学的及び生理学的指標について、亜塩素  39   
ト  欠損健  ム   mL／日（体重60  酸イオンの摂取による臨床病理学的意義のあ   
に  

お  
康男性3  kgと仮定する  

け  名  と42順化g体  
る  重／日相当）   

見 蒜 き  

知  

★G6PD：Glucose－6・phosphatedehydrogenase  

A／Jマウス：G6PD活性が正常な系統  

C57L／Jマウス：G6PD活性が低下している系統   



＜別紙2：塩素系化合物の関係図＞  
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